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1．本書は平成９年度に実施した新潟市内遺跡の範囲確認調査の報告書である。

2．調査は国庫及び県費の補助金交付を受けて、新潟市教育委員会が主体となり埋蔵文化財センターが主管

した。

3．調査で得た資料は、埋蔵文化財センターが一括して保管している。

4．参考・引用文献は巻末に一括して掲げた。

5．古屋敷遺跡、大淵遺跡、向山遺跡の調査では有志の方々から協力をいただいた。

6．本書の編集は朝岡が担当し、執筆はⅢ章・Ⅵ章は匿野が、ほかは朝岡が行った。

7．調査から本書の作成に至るまで、多くの方々・機関から指導・協力をいただいた。
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Ｉ平成９年度管内遺跡調査

１調査体制

埋蔵文化財に関する業務において、平成７年度に埋蔵文化財センター（以下「センター」と略す）が開設

されてからは、センターでは本格調査とそれにともなう出土遺物の整理作業・報告書作成等を受け持ち、生

涯学習課文化財係では開発事業に係る遺跡の扱いについての協議・確認調査・工事立会い等を受け持ってき

た。

今年度からはその業務分担を変更し、文化財係においては開発事業に係る遺跡の扱いについての協議を、

センターにおいては既存の業務と文化財係の受け持っていた確認調査・工事立会い等の調査を受け持つこと

となった。

２管内調査概要

今年度は本格調査２件、範囲確認調査８件、立会い調査１件の計11件を実施した。

本格調査石動遺跡第２次発掘調査（新潟市本所字居浦889番地ほか・４月～７月)、大淵遺跡発掘調査

(新潟市大淵字天神浦1288番地ほか・８月～１１月）が行われた。石動遺跡は県道拡幅工事にともなう調査で

1,374㎡を調査し、弥生～平安時代の遺構・遺物が検出された。なお石動遺跡の１次調査は平成７年度に行わ

れている。大淵遺跡は宅地造成にともなう調査で2,700㎡を調査し、平安時代（９～１０世紀）を中心とする遺

構・遺物が検出された。両遺跡とも今後整理作業を進め報告書を刊行する予定である。

範囲確認調査古屋敷遺跡で遺物が、大淵遺跡で遺構・遺物が、直り山Ｂ遺跡で遺物がそれぞれ検出され

たが、Ⅱ章以下にその詳細について記した。

立会い調査山木戸遺跡にかかる個人住宅建設地において行った。現地表面下30cmほどに遺物包含層と思

われる層が確認されたが、工事は現地表面に50cmの盛砂をし、その上面から40cmを掘り下げて行うものなの

で、工事による地下の遺物包含層や遺構への影響はないものと判断された。

遺跡名（遺跡NOL） 調査内容 原因 実施期間 調査結果・取り扱い

１ 木山遺跡(42） 確認調査 工場建設 ７／２３～７／2４ 遺構・遺物とも検出されず、′慎重工事。

２ 古屋敷遺跡(31） 確認調査 土地区画整理 ７／/29～８／／５ 遺物検出。遺跡の範囲、取扱いについて協議中。

３ 下場遺跡(86） 確認調査 店舗建設 ８／/2８ 遺構・遺物とも検出されず、′慎重工事◎

４ 大薮遺跡(41） 確認調査 作業棟建設 ９／１０ 遺構・遺物とも検出されず、′慎重工事。

５ 大淵遺跡(１６） 確認調査 県営住宅地造成 １０／１５～1７．２３ 遺構・遺物とも検出。平成10年度に本格調査を予定。

６ 向山遺跡(22） 確認調査 鉄骨ハウス建設 １１//１１～1３．１８．１９ 遺構・遺物とも検出されず、′慎重工事。

７ 直り山Ｂ遺跡(61） 確認調査 自治会館建設 １２／1８
遺物検出。工事による遺跡への影響はないものと

判断。慎重工事。

８ 猿ケ馬場Ａ遺跡(１５） 確認調査 店舗建設 ２／５ 遺構・遺物とも検出されなかった。

９ 山木戸遺跡(１１２） 立会い調査 個人住宅建設 ３／１６ 工事による遺跡への影響はないと判断。

1０ 石動遺跡(85） 本格調査 県道拡幅工事 ４／１７～７／1８ 弥生～平安時代を中心とする遺構・遺物検出。

１１ 大淵遺跡(１６） 本格調査 県営住宅地造成 ８／19～１１／2８ 平安時代（９～１０世紀)を中心とする遺構・遺物検出。

平成９年度管内調査概要遺跡番号については第１図を参照。
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１調査地：新潟市木山字前田865ほか

２調査期間：７月23日～７月24日

３調査面積：調査対象面積840㎡調査面積69㎡（調査対象面積の約８％）

４調査員：匿野耕 造 ・ 朝 岡 政 康

５遣跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要と既往の調査

遺跡の概要木山遺跡は古くから知られる遺跡で、新砂丘Ⅱ－ｂ列（御手洗潟北岸の砂丘列延長）の砂丘

列南斜面に立地し、推定範囲は約62,700㎡と広い。

既往の調査昭和54年度の分布調査では、鎌倉期の遺物の散布が確認され、農業用水掘を掘ったところ土

器が点々と出土したという聞き取り調査の報告がされている。近年の調査は全て開発に契機を持つものであ

るが平成６年度に分布調査が、平成８年度には確認調査、立ち会い調査が行われているが遺物．遺構は検出

されなかった。

（２）調査に至る経緯

木山遺跡の範囲内にある漬物工場の工場拡張計画があり、建設予定工場の土木工事が地下に及ぶため、遣

跡の範囲・遣存状況・開発の遺跡への影響を確認するため調査を実施することとなった。

（３）調査の方法と調査結果

調査の方法漬物工場の建設予定地（調査時は畑地）を中心に幅２～３ｍ、長さ３～４ｍのトレンチを任

意に９ケ所設定した。各トレンチの調査には0.4㎡級のバックホウを使用し、１回に10～20cmずつ掘り下げ、

遺構．遺物の有無の確認に努めながら基盤層が出るまでか、または崩落の危険を避けるため地表面から２ｍ

までを限度として掘り下げた。掘り下げ終了後、土層の堆積状況を観察し記録にとどめた。

調査結果どのトレンチも１層と２層の間に含水層があり、そこから多量の水がしみ出すためトレンチは

直ちに崩落し、精査や記録作業は困難を極めた。当該調査範囲の土層は３層から成り（図３参照)、１層の

盛砂にはゴム、発砲スチロール、ビニール等が含まれていた。全トレンチにおいて遺構・遺物はいっさい検

出されなかった。以上のことから、当該調査範囲は木山遺跡の範囲には入らないと考えられる。
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ふるやしき

Ⅲ古屋敷遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市松崎字東353ほか

２調査期間：７月29日～８月５日

３調査面積：調査対象面積275,000㎡調査面積312㎡（調査対象面積の約0.1％）

４調査員：唐野耕 造 ・ 朝 岡 政 康

５遣跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要と既往の調査

遣跡の概要古屋敷遺跡は、通船川右岸の自然堤防上に立地する。道路工事等により昭和30年に須恵器片

が、同33年には須恵器皿が発見され、また新潟郷土史研究会会員が土師器・須恵器を発見している。

既往の調査昭和60年に土地区画整理事業計画に伴う範囲等確認調査が実施され、52,000㎡が遺跡の推定

範囲とされた。ただし、この調査で出土した遺物のほとんどは近世陶磁器で、ほかには同一地層からわずか

に中世の遺物（珠洲焼など）が発見された程度で、古代の遣物はみられなかった。遺構もいくつか検出され

たが、明確に古代・中世のものと確認されたものはない。その後、平成４年に分布調査及び試掘調査、平成

５．６年に分布調査、平成８年に道路工事に伴う確認調査がそれぞれ実施されたが、上記の所見を変更する

ような結果は得られていない。

（２）調査に至る経緯

松崎土地区画整理組合設立準備委員会（仮称）による土地区画整理の計画に伴い、既往の調査の結果を踏

まえ、遺跡の取扱いについて最終的な結論を得るため、調査を実施することとなった。

図１遺跡周辺図NQ31古屋敷遺跡Ｓ＝１／7,500

５
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（３）調査の方法と調査結果

調査の方法調査対象範囲のうち、昭和60年の確認調査で遺跡の範囲とされた部分を中心に、２ｍ×４ｍ

のトレンチを任意の位置に設定し、３９ケ所について調査を行った。各トレンチの掘削には025㎡級のバック

ホウを使用し、遺構・遺物の有無を確認しながら、基盤層が露出するまでか、または崩落の危険を避けるた

め地表面から深さ２ｍまでを限度として、一回に１０～20cmずつ土層を掘り下げた。掘り下げ終了後、土層の

堆積状況を観察し、記録にとどめた。

調査結果調査範囲内では、河川の氾濫に由来すると考えられる多量の粘土層が厚く堆積している上、耕

作に伴う客土や天地返し等によって著しく土層が乱されているため、全てのトレンチの土層について統一的

に把握するのは難しい。土層の様子については土層観察表、および図２に示したとおりである。分層は昭和

60年の確認調査時の所見を参考にしたが、それをさらに細分する形で行い、名称等は統一していない。全体

の傾向としては、表土及び盛砂の下に砂層が続き、基盤層はⅥ層（黄褐色砂）と考えられる。多くのトレン

チで、地表面下12ｍ付近から多量の湧水があったため、基盤層の確認は困難であった。

遺物は17ケ所のトレンチで検出された。土師器片（７ＴⅡ層中）・表面土層観察表

”

図２土層柱状図（抜粋）
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正 誤表

(７頁・図３）Ｈ８年度調査トレンチが凡例と一致していないので訂正します。

図３

□：辿物・遺構とも検出されなかったトレンチ

■：遺物が検出されたトレンチ

○：遺物は検出されたが表土・撹乱層から出土

回：遺構･遺物とも検出されたﾄﾚﾝﾁ
Ｉｌ

ＩＩ：'1召和60年度調査時に推定された遺跡の範囲

昭和60年～平成９年の調査におけるトレンチ配置図および結果

７－

したトレンチ

管理者
四角形
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６まとめ古屋敷遺跡については、すでに昭和60年の調査報告で「採集遺物はきわめて希薄である」とさ

れている。以後平成８．９年に実施された確認調査も含め、総計113ケ所のトレンチが調査されたが、調査

規模に比して遺物は少なく、特に古代・中世のものは非常にまれである。遺構も前述のとおり古手のものは

事実上皆無といってよい。古屋敷遺跡の規模は、今回の調査で古代の遺物が検出されたトレンチを中心に、

従来よりさらに縮小して把握するのが妥当と思われる（図４参照)。また、これまで表面採集を含め得られ

てきた古代・中世の遺物についても、通船川などの氾濫によって他所からもたらされたもので、原位置を保

っていない可能性が高い。今後の開発行為に際しては、工事立ち会いで対処するのが適当と考えられる。

(遣物）

実測図は遺物写真①の５と２である。５は伊万里系陶器の畳付皿である。皿内面にのみ染付けがされている。

l8c以降のものと思われる。２は５と同時期と思われる伊万里系陶器の椀で外面にのみ染付けがされている。

写真②の９は土師器片、１０．１１は焼土塊であるがともに細片にて詳細等は不明である。また写真③の板状木

製品も残存部少なく詳細は不明である。

写真①の１～５，写真②の１～６は伊万里系陶器、写真②の７，８は唐津系陶器の細片である。
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２
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図 ４範囲再考図

９

たトレンチ

:昭和60年度調査時に推定された遺跡の範囲

:昭和60年度～平成9年度訓査の結果から推定される

辿跡の範囲
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Ⅳ下場遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市下場本町210番地７ほか

２調査期間：８月28日

３調査面積：調査対象面積420.84㎡調査面積24㎡（調査対象面積の約６％）

４調査員：匿野耕造

５遺跡の概要と調査経過

（１）遣跡の概要と既往の調査

遣跡の概要下場遺跡は昭和60年度の分布調査により発見された遺跡で、土師質の土器細片が採集されて

いる。石山砂丘（阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－２列に対比）の砂丘列上に立地し、推定面積は約2,500㎡である。

既往の調査近年当遺跡に係る調査は開発計画や工事計画を契機として行われている。平成４年度は分布

調査と立会い調査が、平成５年度は分布調査・試掘調査が行われた。平成６年度は分布調査・立会い調査が

行われ、平成７年度と８年度は当遺跡に係る調査は行われていない。いずれの調査も遣構・遣物・遺物包含

層は確認されていない。

（２）調査に至る経緯

下場遺跡の範囲内にある畑地に貸店舗の建設が計画され、建設予定建物の土木工事が地下に及ぶため、遺

跡の範囲・遣存状況・開発の遺跡への影響を確認するため調査が実施された。

（３）調査の方法と調査結果

調査の方法建設予定範囲を中心に幅２ｍ、長さ４ｍのトレンチを任意に３ケ所設定した。各トレンチは

0.25㎡級のバックホウを使用し、１回に10～20cmずつ掘り下げ、遺構・遺物等の有無の確認に努めながら基

盤層が露出するまでか、または崩落の危険を避けるため地表面から２ｍまでを限度として掘り下げた。掘り

下げ終了後、土層の堆積状況を観察し記録にとどめた。

調査結果土層の様子（図３参照）は、２Ｔおよび３Ｔで確認された盛砂は人為的なものと思われる。ま

た１Ｔ・３Ｔと２Ｔとでは基盤砂層のレベルが著しく違うのと、２Ｔで厚いガツボの堆積が観察されること

から、基盤砂層は調査範囲の東側に向かって落ち込んでいると考えられる。全トレンチにおいて遺構・遺

物・遺物包含層はいっさい検出されなかった。以上のことより、当該調査範囲は下場遺跡の範囲には入らな

いと考えられるｃ

図１ 遺跡周辺図し

Nn86下場遺跡

Ｓ＝１／7,500
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Ｖ大薮遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市赤塚字江向1893番２ほか

２調査期間：９月10日

３調査面積：調査対象面積1,865㎡調査面積24㎡（調査対象面積の約１％）

４調査員：匿野 耕 造

５遺跡の概要と調査経過

（１）遣跡の概要と既往の調査

遺跡の概要大薮遺跡は奈良。平安時代、鎌倉～戦国時代の遺跡として古くから知られている。坂田砂丘

(新砂丘Ｉ－ｆ列）が沖積面に舌状に張り出した砂丘上に位置し、推定範囲は約94,000㎡と広い。

既往の調査平成元年に新潟市史編さん室が市史編さん調査の一環として発掘調査を行っている。また平

成５年度には範囲内で立会い調査。分布調査が、平成６年度には立会い調査が開発計画を契機に行われてい

るが、こちらの調査では遣物等の確認はされていない。

（２）調査に至る経緯

当該調査地においてたばこ乾燥施設の建設が計画され、当該調査地が大薮遺跡に隣接していることや建設

計画の規模等を考慮の上、遺跡の範囲・開発の遺跡への影響を確認する調査を実施することとなった。

（３）調査の方法と調査結果

調査の方法建設予定範囲（調査時は畑地）を中心に幅２ｍ、長さ４ｍのトレンチを任意に３ケ所設定し

た。各トレンチは025㎡級のバツクホウを使用し、１回に10～20cmずつ掘り下げ、遺構・遺物の有無の確認

に努めながら基盤層が露出するまでか、または崩落の危険を避けるため地表面から２ｍまでを限度として掘

り下げた。掘り下げ終了後土層の堆積状況を観察し、記録にとどめた。

調査結果土層の様子については下記の表のとおりである。当該調査範囲の地権者の説明ではかつて水田

として利用していたが、減反に際して砂を盛り畑としたとのことであった。下記表のＩ～Ｖ層がその盛砂に

あたる。平成元年度の発掘調査において大薮遺跡本体で観察された砂丘基盤層もここでは観察されず、当該

地は遺跡の範囲外に広がる湿地帯であったものと推定される。遺構・遺物・遺物包含層は全トレンチにおい

ていっさい検出されなかった。これらの

ことより当該調査範囲は、大薮遺跡の範

囲には入らないと考えられる。

土層観察表

Ｊ筒表．：‐畑耕作．』・醗砂．

]:層暗灰黄色砂。

Ⅲ騨灰黄色砂。

Ⅳ増明 灰 黄 色 砂 。

Ⅵ牌明青灰色砂。含水、崩藩激しい･

Ⅵ屑暗灰色粘ｋ･随物遺体を少量含む

Ⅷ秤購灰色シルト‘：柿物遺体を少量含む:：

Ⅷj縛り:茶褐色粘::。砂混じり。
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１調査地：新潟市大淵字天神浦1538番地ほか

２調査期間：１０月１５～１７．２３日

３調査面積：調査対象面積13,000㎡調査面積240㎡（調査対象面積の約８％）

４調査員：麿野耕造

５遺跡の概要と調査経過

（１）遣跡の概要と既往の調査

遣跡の概要大淵遺跡は、阿賀野川左岸の自然堤防上に立地する。戦前、大淵の集落内にある菅原神社の

南側畑地で、深さ１６ｍの粘土層から須恵器の薬壷などが発見されたことから、その存在が知られるようにな

った。

既往の調査昭和57年に分布調査、平成４年・６年に分布調査、平成８年に範囲確認調査が実施されるな

どして遣跡の周知範囲も広がってきており、現在では約75,000㎡となっている。採集遺物は平安時代の須恵

器・土師器及び中世の珠洲焼・土師質土器が主なものである。

（２）調査に至る経緯

大淵小学校南側の水田及び畑地について、新潟県住宅供給公社による宅地開発の計画があり、当該地は大

淵遺跡の隣接地に当たるため、遺跡の広がりの有無を確認するため調査を実施することとなったｃ

,11
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調査結果土層の堆積状況は、トレンチによって大きく異なるうえ、か

なり多様な土層が観察されるものの、一部で砂丘基盤層が確認された。Ⅲ

層（漸移層）及びⅣ層（黒色土層）などで平安時代の遺物（須恵器・土師

器）及び炭化物細粒が、また灰褐色土層の一部では珠洲焼片が検出され、

いずれも遺物包含層と考えられる。また、現在畑として利用されている比

較的標高の高い部分（調査範囲南東端）に設定した１７及び２１－１トレンチ

では遺構が検出されている。

６ まとめ

Ａ地区は本格調査を行っていた大淵遣跡の土層との共通‘性が高く、遣跡

の外縁部である可能性が高いので開発にあっては立会調査を行う必要性が

あると考えられる。またＢ地区は少量ではあるが遺物・遺構が検出されて

いるため、今回の調査範囲は大淵遺跡の一部をなすと考えられる。そのた

め、開発に先立って平成10年度に約1500㎡について本格調査の実施を予定

カクラン

(埋士）

開発に先立って平成10年度に約1,500㎡について本格調査の実施を予定している。
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（３）調査の方法と調査結果

調査の方法調査対象範囲全域について、幅２ｍ、長さ４～20ｍのトレンチを任意の位置に設定し、合計

23ケ所のトレンチについて調査を実施した。各トレンチの掘削には0.25㎡級のバックホウを使用し、遺構・

遺物の有無を確認しながら、基盤層が露出するまでか、または崩落の危険を避けるため地表面から深さ２ｍ

までを限度として、一回に10～20ｃｍずつ土層を掘り下げた。掘り下げ終了後、土層の堆積状況を観察し、

記録にとどめた。

調査結果土層の堆積状況は、トレンチによって大きく異なるうえ、か土層観察表
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(遺物）

１は珠洲焼で、外面にタタキ痕がある。残存部少なく器種等詳細は不明である。２は須恵器の杯底部であ

る。底部は回転へラ切りされている。残存部少なく、詳細は不明である。

ｌ（写真①） Ｓ＝１ ２

し

２(写真②） Ｓ＝１ ２

①大淵遺跡調査区

慧
① 勢噌

静簿 諺
⑥

出土遺物 Ｓ＝１／３

②４Ｔ土層堆積状況

1８



蕊議蕊：

③17Ｔ土層堆積状況・遺構検出状況④19Ｔ土層堆積状況・遺物（珠洲焼片）検出状況

⑦１８－２Ｔ土層堆積状況 ③２０－２Ｔ土層堆積状況

⑥２０－１Ｔ遺構検出状況(⑫層上面）⑤２０－１Ｔ土層堆積状況

：
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むかいやま

Ⅶ向山遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市太夫浜字向山3250ほか

２調査期間：１１月１１．１２．１３．１８．１９日（５日間）

３調査面積：調査対象面積11,081㎡調査面積207㎡（調査対象面積の約1.9％）

４調査員：匿 野 耕 造

５遣跡の概要と調査怒渦

（１）遺跡の概要と既往の調査

遺跡の概要向山遺跡は新砂丘Ⅲ－１列上の南斜面に立地し、推定面積は約１３，０００㎡である。昭和42～４３

年頃弥生土器の破片が出土したという報告（現在所在不明）や、出土品として須恵器の坪が南浜中学校に所

蔵されている等その存在を知られている。

既往の調査昭和53年に実施された遺跡の現状調査では、太郎代の代替地として付近の砂丘が崩され地形

が大幅に変わっているので、地点について調査する必要があり、遺跡破壊されている可能性もあることが報

告されている（調査員酒井和男)。平成６年度には分布調査が行われているが、遺物等の確認はされてい

ない。

（２）調査に至る経緯

向山遺跡を含む範囲（調査時は山林）において水耕栽培用ハウス等の建設が計画され、建設計画の規模・

向山遣跡の現状等を考慮し、遺跡の範囲・開発の遺跡への影響を確認する調査を実施することとなった。

（３）調査の方法と調査結果

調査の方法建設予定地、およびその範囲

内にある向山遺跡を中心に３×３ｍのトレン

チを23ケ所設定した。各トレンチは0.25㎡級の

バツクホウを使用し、１回に１０～20cmずつ掘

り下げた。遣構・遺物等の有無の確認に努め

ながら、基盤層が露出するまでか、または崩

落の危険を避けるため地表面から２ｍまでを

限度として掘り下げを行った。掘り下げ終了

後、土層の堆積状況を観察し記録にとどめた。

調査結果土層の様子は図２のとおりであ

る。従来向山遺跡の周知範囲とされていた部

分は他所に比べ0.6ｍ程度、あるいはそれ以上

標高が高くなっていた。遺構・遺物・遺物包

含層は全トレンチにおいていっさい検出され

なかった。このことより、当該調査範囲は向

山遺跡の範囲ではないと考えられる。

図１ 遺跡周辺図>

NO22向山遣跡

Ｓ＝１／7,500

2０



Ｌ明灰黄色粘土
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なおやま

Ⅷ直り山Ｂ遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市直り山字小丸山843-1ほか

２調査期間：１２月18日

３調査面積：調査対象面積309㎡調査面積30㎡（調査対象面積の約10％）

４調査員：庚野耕造。朝岡政康

５遣跡の概要と調査経過

（１）遣跡の概要

直り山Ｂ遺跡は直り山西側の砂丘が半島状にのびた北側の水田に広がる遺跡で、近くに昭和61年度に発掘

調査を行った小丸山遺跡がある。過去に農地改良工事で水田から完形の須恵器短頚壷（平安時代）が一個発

見されたが明確な出土地は不明である。遺跡の範囲は不明確であるが、おおよその推定範囲として約6,300㎡

が考えられている。平成６年度に分布調査が行われているが遺物等の確認はされていない。

（２）調査に至る経緯

直り山Ｂ遺跡の推定範囲内（調査時は畑地）に直り山自治会館の建設が計画されたので、建設計画の内容、

遺跡の現状等を考慮し、遺跡の範囲・開発の遺跡への影響を確認する調査を実施することとなった。

（３）調査の方法

調査対象地に幅２ｍ、長さ８ｍ程のトレンチを２ケ所設定した。各トレンチはO25nf級のバックホウを使

用し１回に10～20cmずつ掘り下げ、遺構・遺物等の有無の確認に努めながら、基盤層が露出するまでか、ま

たは崩落の危険を避けるため地表面から２ｍを限度として掘り下げた。掘り下げ終了後、土層の堆積状況を

観察し記録にとどめた。

６調査結果

土層の様子は図３の通りであるが、Ⅲ層は黒変した

植物遺体を多く含んでいた。各トレンチから遺物が検

出され、ｌＴはⅢ層から平安時代の須恵器片、土師器

片が各１点ずつ検出され、２ＴはⅢ層およびⅣa層か

ら平安時代の土師器片が各１点ずつ検出された。また

ｌＴのⅡ層からは近世の陶器皿（唐津焼）が検出され

た。遺構は１Ｔ・２Ｔともに検出されなかった。

７まとめ

遺構・遺物の検出状況からみて、従来の遺物包含地

としての評価に変更はないが、当該調査範囲において

は遺物を検出した層が粘土層であり、この粘土層も実

見すると河川の氾濫などにより他から流入してきた可

能性が高いと思われる。また検出された遺物も断片的

なものでかつ、検出量も少量で検出密度も希薄であっ

た。以上のことから当該調査範囲は集落等の跡とは考

えられない。

2２

図１遺跡周辺図No61直り山Ｂ遺跡

Ｓ＝１／7,500（※）NO88小丸山遺跡



(遺物）

１は須恵器の杯底部で底部は回転へラ切りされている。残存部少なく詳細は不明である。２は土師器で残

存部少なく器種等不明であるが外面にタタキ痕がある。

３は唐津系陶器の高台付皿である。皿の底部内面、高台底部外面にそれぞれ４ケ所の砂目痕がある。縁は

折縁で焼成による焼ゆがみは全体の1/3に及ぶ。４は同じく唐津系の陶器であるが、皿（？）底部が残存す

るのみで詳細は不明である。高台部は施紬が及んでおらず１と同じく皿の底部内面に４ケ所、高台底部外面

1１

に３ケ所の砂目痕がある。

I'１， 2Ｔ

(、）

図２トレンチ配置図Ｓ＝１／600
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さるばば

Ⅸ猿ヶ馬場Ａ遺跡範囲確認調査

１調査地：新潟市東中野山６丁目158番１ほか

２調査期間：２月５日

３調査面積：調査対象面積818㎡調査面積35.6㎡（調査対象面積の43％）

４調査員：庚野耕 造 ・ 朝 岡 政 康

５遣跡の概要と調査経過

（１）遺跡の概要

猿ケ馬場Ａ遺跡は昭和37年度からの石山団地造成で須恵器片・土師器片が出土したとの報告や、昭和54年

度の分布調査で中世のものと思われる遺物の散布が確認されているが、宅地の開発などで遺跡の地点もわか

りにくくなってきている。石山砂丘（阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－２列に対比）の砂丘列南斜面に立地し、推

定範囲は約5,600㎡である。

（２）調査に至る経緯土層観察表

猿ヶ馬場Ａ遣跡がかかる畑地に店舗建設が計画され、建設計画の内

容、猿ヶ馬場Ａ遺跡の現状等を考慮し、遣跡の範囲・開発の遺跡への

影響を確認する調査を実施することとなった。

（３）調査の方法と調査結果

調査の方法建設予定範囲を中心(こに幅２ｍ、長さ４～７ｍのトレ

ンチを３ケ所設定した。各トレンチは025㎡級バックホウを使用し、１

回に10～20cmずつ掘り下げ、遺構・遺物の有無の確認に努めながら基

盤層が露出するまでか、または崩落の危険を避けるため

地表面から２ｍまでを限度として掘り下げた。掘り下げ

終了後、土層の堆積状況を観察し記録にとどめた。

調査結果土層の様子については右記の表、および図

３の通りである。当該調査地の地権者の話では、３Ｔ周

辺を除いてかつて水田として利用していたが、大部分低

地だったため近年工事の残土を盛って平らにならし畑に

したとのことであった。Ｉ層がその盛土に当たる。土層

の堆積状況から、１Ｔ・２Ｔ周辺は石山砂丘南側斜面の

落ち込みに当たり、ガツボがみられることからかつては

低湿地であったと考えられる。また３Ｔ周辺については

基盤層が幾分高いようだが、それでも現在では海水面よ

り低く、低地であることには変わりない。遺構・遺物は

全トレンチにおいていっさい検出されなかった。これら

のことより当該調査地は猿ヶ馬場Ａ遺跡の範囲には入ら

ないと考えられる。

T層
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Ⅲ層

Ⅳ層

Ｖ層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層
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暗茶褐色砂賀:：（灰、色粘I:汎じり）

暗灰色へ暗灰黄色牡砂

明灰色一・明灰茂色粗砂〈基盤層）

図１遺跡周辺図No.15猿ケ馬場Ａ遺跡
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．『平成５年度市内遣跡発掘調査報告書』新潟市教育委員会１９９４

．『平成６年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会生涯学習課１９９５

Ⅵ章大 淵遺跡

．「大淵遺跡」『新潟市史資料編１』新潟市１９９４

・酒井和男『大江山地区の遺跡』新潟市教育委員会１９８７

・新潟市合併町村史編集室『新潟市合併町村の歴史』第４巻１９８６

。『平成４年度市内遣跡発掘調査報告書』新潟市教育委員会１９９３

．『平成５年度市内遺跡発掘調査報告書』新潟市教育委員会１９９４

．『平成６年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会生涯学習課

．『平成７年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会生涯学習課

．『平成８年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会生涯学習課

2７

1995

1996

1997

1979



Ⅶ章向山遺跡

。「向山遺跡・横山遺跡」『新潟市史資料編１』新潟市１９９４

．『平成６年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会生涯学習課１９９５

Ⅷ章直り山Ｂ遣跡

．「直り山Ｂ遺跡」「新潟市史資料編１』新潟市１９９４

・酒井和男『昭和57年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会

・酒井和男『昭和59年度新潟市文化財調査概要』新潟市教育委員会

、酒井和男『大江山地区の遺跡』新潟市教育委員会１９８７

Ⅸ章猿ヶ馬場Ａ遺跡

．「猿ヶ馬場Ａ遺跡」『新潟市史資料編１』新潟市;市史資料編１」新潟市１９９４

｢新潟市合併町村の歴史』第４巻１９８６･新潟市合併町村史編集室

(参照順）

2８

社会教育課１９８２

社会教育課１９８４



ワワ

報告書抄録

1９９７１１１１

〒951-855O新潟県新潟市学校町迦１番町602番地］

西暦1998年３月３１日

、

6９

8６ 座

L~_。

Ｉ

19971113

19971118

19971119

印刷

平成９年度埋蔵文化財

発掘調査報告書

発行日

発行

平成１０年３月

新潟市教育委員会

新潟市学校町通１番町602番地１

〒951-8550電話（025)228-1000

㈲ 太陽印刷所

新潟市和合町２丁目４番１８号

〒950-0985電話（025)382-7651

ふりがな

誰窮Ｆ１

編著荷名

編集機関

所宜地

発霜 年 乃 ；

所収遺糊

木;1遺跡

．:．#屋撤遣ｌＭ

ﾄｰ場遺跡

大薮遺跡

大淵遺跡

.;;｣::I遺跡

免脳１Ｊや雫nも・・1ｉど

直り;:!』3遺跡

猿ヶ馬場Ａ幾1Ｍ

所収遺跡鯛

木11;追跡

．.:屋敷遺跡

Ｆ場遺糊

大蔽遺跡

大淵遺捌

向山遺伽

両り１１:Ｂ遺跡

猿ヶ馬場Ａ世1Ｍ

へいぜい9伽んど弾:ぞうぷんｉｎ,黙iばつ<つち‘)､轄蝿こぐし‘l：

平成９年度埋蔵文化財発掘耐森報う『害

朝岡雌康

新潟市救育委員会埋蔵文化財雑ンター．

ふりが厳

|肝在ｊｌｉＬ

新潟県新潟.浦

脚l:字前11.1

新潟ﾘ'し新潟Ilj

識.1ｉ

新潟県新潟〒了

1,.場4史1M丁

新潟県新潟;ｌｊ

雅塚"識･鳥i鼻』

新潟県新潟Ⅱ：
おおぶす,挽誉.･こんI:凡う

大淵|字天ｲ)|I浦

新潟県新潟【iｉ
ｆ二ゆ豹:雌易誰型‘しⅡ略』

ﾉk火浜学向1，

、
；
ｌ

新
蓉
直

新潟県新潟市

瓶J::野111

穂別

包含地

包含地

包念地

包含地

包含地

包含地

包含地

散ｨij地

愚蝶新潟【lｊ

り１１:字小丸１１１

･磁な時代

．､}z宏・鎌倉

町・『竜ｊｊ

,l畠安・・Ilfit

純文・;i；墳～雫町

I畠安．：:１．i:：

皇に安

平安

平安・室町

コード

iｉｆ町村

ﾕ５２０二

15201

１５ﾗ２０］

15201

１５２０］

ﾕ5201

１５２０１

二Ｊ2０１

遺跡番号

ワ
】

１
且

3１

4１

]６

6１

1５

．¥::な遺櫛

時期不明遺榊２

(調介時未,淵在）

化緯

]38度

54分

００秒

139度

０７分

１０秒

139度

０６分
２ﾕ秒

度
分
秒

139度

０８分

４０秒

麓
分
秒

度
分
秒

９
８
０

３
０
制

度
分
秒

９
７
７

３
０
０

恥

度
分

度
分
秒

度
・
分

度
分
秒

度
分

71専

度
分

度
分
秒

７
４
２

３
５
『
今

r.な遺物

近 世 陶 器 片 ２ ７ 点

焼皇塊２点

i-師器j了．二点
木製誌 １点

須恵器..1．．．,『

･I．,師器片３点

珠洲焼片二点

須 恵 器 ; １ ． ： 点

七師器片。３点
近世陶器片３点

調在期間

19970723
■β■■ｐ

ﾕ9970724

19970729
ヂーロ

ニ9970805

二9970828

:9970920

:９９７１０:５

二997101'７

ﾕ9971023

]９９７２:８

19980205

訓在|､穂

３x２

２４

240

２０

３Ｕ

５拳６

訓侮原因

I置場拡張に伴

う確認絹査

．I地〆画整理

事業に伴う碇

認調沓

店舗建設に梓

う確認調査

たばご乾燥施

設建談糎伴ワ

確認調ｲｆ

県憐宅地造成

に伴う肺

査

鉄什ハウス述
設に伴う碓認

訓髄

i創り11;自治会

雛建設に伴う

碓認調査

店舗建設仁･伴

う確認渦査

特記mjf項

管理者
長方形


	平成９年度埋蔵文化財発掘調査報告書 
	例言
	目次
	調査体制
	本文
	Ⅰ 平成９年度管内遺跡調査 
	第１図　遺跡の分布と地形概念 

	Ⅱ 木山遺跡範囲確認調査
	図１　木山遺跡周辺図 
	図２　 トレンチ配置図  
	図３　土層柱状図  
	調査写真

	Ⅲ 古屋敷遺跡範囲確認調査
	図１　遺跡周辺図 
	図２　土層柱状図 
	図３　昭和６０年～平成９年の調査におけるトレンチ配置図および結果
	図４　範囲再考図
	調査写真 

	Ⅳ 下場遺跡範囲確認調査
	図１　遺跡周辺図 
	図２　 トレンチ配置図
	図３　土層柱状図
	調査写真

	Ⅴ  大薮遺跡範囲確認調査  
	図１　遺跡周辺図 
	図２　 トレンチ配置図
	図３　土層柱状図
	調査写真

	Ⅵ 大淵遺跡範囲確認調査
	図１ 遺跡周辺図
	図２  大淵遺跡トレンチ配地図及び結果
	図３　土層柱状図 
	調査写真

	Ⅶ 向山遺跡範囲確認調査
	図１　遺跡周辺図
	図２　土層柱状図 
	図３　 向山遺跡トレンチ配置図
	調査写真

	Ⅷ 直り山Ｂ遺跡範囲確認調査
	図１ 遺跡周辺図 
	図２  トレンチ配置図
	図３  土層柱状図
	調査写真

	Ⅸ 猿ヶ馬場Ａ遺跡範囲確認調査
	図１　遺跡周辺図 
	図２　トレンチ配置図 
	図３　土層柱状図
	調査写真

	参考・引用文献

	報告書抄録
	奥付


